
   
 

小
袋
谷
の
小
字
小
名 

 
 
 
 
 
 
 

 
  

昭
和
四
二
年
の
住
居
表
示
の
変
更
に
よ
っ
て 

 
 

 

小
袋
谷
の
地
名
が
付
く
地
域
が
大
き
く
狭
め
ら 

 
 

 

れ
ま
し
た
。
小
袋
谷
新
道
と
梅
田
川
と
の
間
の 

 
 

 

地
域
は
大
船
３
丁
目
と
大
船
４
丁
目
の
一
部
に 

 
 

 

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
柏
尾
川
と
梅
田
川
と
の 

 
 

 

間
の
地
域
は
台
１
丁
目
と
大
船
１
丁
目
の
一
部 

 
 

 

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
状
況
の
変
化
に 

 
 

 

よ
っ
て
多
少
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
例
え 

 
 

 

ば
鎌
倉
市
が
発
行
し
た
各
地
域
の
長
老
の
話
を 

 
 

 

ま
と
め
た
「
と
し
よ
り
の
は
な
し
」
の
中
に
は 

 
 

 

ま
だ
大
船
駅
が
出
来
な
い
頃
、
玉
縄
首
塚
は
小 

 
 

 

袋
谷
村
だ
っ
た
。
昔
は
道
の
左
側
に
あ
っ
た
と 

 
 

 

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

住
居
表
示
の
変
更
前
ま
で
は
、
八
反
目
、
戸 

 
 

 

部
、
鶴
舞
田
、
谷
耕
地
、
砂
押
の
五
つ
の
小
字 

 
 

 

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
五
つ
に 

 
 

 

な
っ
た
の
は
、
明
治
八
年
頃
に
実
施
さ
れ
た
地 

 
 

 

租
改
正
に
と
も
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の
小
字
小
名 

 
 

 

を
集
約
し
た
時
か
ら
で
す
。
明
治
の
初
め
ま
で 

 
 

 

二
十
以
上
の
小
字
小
名
が
あ
り
ま
し
た
。
徳
川 

 
 

 

幕
府
の
代
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
一
六
七
八 

 
 

 

年
の
検
地
で
は
、
二
十
二
の
名
が
記
録
さ
れ
て 
 
 

 

い
ま
す
。
先
程
の
五
つ
の
他
に
、
さ
い
の
神
、 

 
 

 

地
蔵
前
、
八
石
田
、
苗
間
、
五
反
田
、
寺
田
、 

 
 

 

安
廻
り
、
一
反
所
、
双
六
免
、
殿
田
、
堀
合
、 

 
 

 

三
反
町
、
関
口
、
下
谷
堀
、
上
谷
堀
、
沓
形
、 

 
 

 

寺
ノ
前
な
ど
で
す
。
い
ず
れ
も
い
わ
れ
が
あ
り 

 
 

 

そ
う
な
名
で
す
が
、
今
で
は
そ
れ
を
う
か
が
い 

 
 

 

知
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 


